
※�受講者名簿を後援団体に報告する場合があります。予めご了承ください。名簿記載を希望しない場合は申込書備考欄にその旨ご記入ください。

ねらい　新学習指導要領・新指導要録に対応する
　教育の現場には指導や評価に関する課題が山積しています。特別の教科道徳、小
学校英語、プログラミング、育成すべき資質・能力、コンピテンシー、アセスメン
ト（ポートフォリオ等）、いじめ、不登校等です。新たに、「知識・技能、思考力・
判断力・表現力、学びに向かう力・人間性（学力の三要素）」「カリキュラム・マネ
ジメント（PDCAの確立）」「主体的・対話的で深い学び」「新指導要録の記入・作成」
が加わりました。しかも、世界の教育界の潮流である「確かな証拠に基づいて対応
すること」が求められます。
　本講座は、これらの課題に対応できるように、必要な教師力を理論的、実践的に
研修し、習得することを目指すものです。

小学校・中学校・高等学校の先生／教育委員会・教育研究所の指導主事・所員等

700名（定員になり次第締め切ります。）

10,000円（資料代含む。全日受講者には閉講後修了証をお渡しいたします。）

対 象

定 員

受講料

備　考　�●講義資料は当日、会場にてお渡しします。●受付は開講 30 分前からです。（受付開始までは１Ｆロビーでお待ちください。）●会場には駐
車場はありませんので、公共の交通機関をご利用下さい。●講座開始 10 日前までにキャンセルのご連絡をいただき所定の手続きが済んだ方
には手数料 2,000 円を差し引いた金額を返金いたします。●講座中、大きなお手荷物をお預かりしています。●会場内での飲食はご遠慮いた
だいております。

個人情報について　申込時にいただいた個人情報の利用目的は、（１）お申し込みいただいた講座受講・機関誌提供。（２）上記に関するご案内・情報提供。（３）教育に関す
るアンケートやモニター調査などの協力依頼。（４）その他教育事業に関する研究・企画開発への利用、に限ります。

◦日本教育評価研究会会員・日本教育カウンセラー協会会員は 8,500円
◦本講座受講と日本教育評価研究会入会＊との同時申し込みは計 13,900円
◦第 60 回までの指導と評価大学講座修了者は 9,000円
※該当金額がご不明な場合は、裏面のチャートをご確認ください。

＊年会費 5,400 円分
　機関誌「指導と評価」
　毎月送付

－新教育課程における指導と評価－
指導と評価大学講座

第61回

●申込方法

主　催	 一般社団法人 日本図書文化協会
	 一般財団法人 応用教育研究所
	 日本教育評価研究会

後　援	 文部科学省
	 東京都教育委員会
	 全国都道府県教育委員会連合会
	 全国連合小学校長会
	 全日本中学校長会
	 全国教育研究所連盟
	 NPO日本教育力ウンセラー協会

期日 2019年7月28日（日）・29日（月）・30日（火）

日　時 テーマ 内　容 講　師

７
月

28
日
（
日
）

9：00〜 受　付
9：30
〜9：40 開講式

一般社団法人 日本図書文化協会理事長
東京成徳大学学長

新井邦二郎
9：45
〜11：00 新指導要録のポイント

指導要録の改善などを取り上げ、新学習指導要領のもとで
の学習評価の改善について、めざす方向を明らかにする。

千葉大学特任教授

天笠　茂

11：15
〜12：30

主体的・対話的で深い学びをどう行えばよいか
－新学習指導要領で育成をめざす資質・能力と授業づくり－

各教科等の「見方・考え方」を踏まえた深い学びの実現と
教科等横断的な資質・能力の育成について考える。

上智大学教授

奈須 正裕

13：30
〜14：45

カリキュラム・マネジメントによる
学校力・教師力の向上

目指す資質・能力の共有とその育成のための協働的な授業
づくりのPDCAを通して学校力と教師力の向上を図る。

甲南女子大学教授

村川 雅弘

15：00
〜16：15 通常学級で行う特別支援教育

「気になる子」の支援および学級づくりの視点から、通常
学級で行う特別支援教育のあり方について考える。

名城大学教授

曽山 和彦

７
月

29
日
（
月
）

9：00〜 受　付
9：30
〜10：45 道徳教育でどんな力を育てるか

新しい道徳科の授業ではどんな力を育てるのか。どんな工
夫が授業でできるのか。評価の工夫にもふれる。

明治大学教授

諸富 祥彦

11：00
〜12：15

教育評価の現状と課題
－教科・道徳におけるPDCAの確立－

PDCAは経営のサイクル。教育のサイクルはOPDEOで
ある。その確立は失われた「評価」を回復することである。

一般財団法人 応用教育研究所所長
文教大学学園長

石田 恒好
13：30
〜14：45 テストとは何か

教育・心理テストが備えるべき要件やテストの効果、また、
標準検査の特徴について考える。

法政大学教授

服部　環

15：00
〜16：15

資質・能力の「三つの柱」に対応した
標準学力検査の活用

資質・能力の「三つの柱」の育成にテストがどう活用でき
るかについて具体的な事例を交えながら解説する。

東北大学准教授

宮本 友弘

７
月

30
日
（
火
）

9：00〜 受　付
9：30
〜10：45 学級集団づくりと学力向上

資質・能力の獲得には建設的な相互作用のある学級集団が
必要で、そのメカニズムをＱ－Ｕを基に解説する。

早稲田大学教授

河村 茂雄
11：00
〜12：15 アセスメントの効果

クラスルームアセスメントの実施とフィードバックの効果
を最新の知見を紐解きながら議論する。

国立教育政策研究所総括研究官

山森 光陽

13：30
〜14：45

「主体的・対話的で深い学び」を
実現する学習意欲の育て方

「主体的・対話的で深い学び」を実現する学習意欲とその
育て方について、詳しく解説する。

筑波大学名誉教授

櫻井 茂男

14：45
〜14：55 修了式

一般財団法人 応用教育研究所所長
文教大学学園長

石田 恒好
2019年 4月現在

第61回（2019）指導と評価大学講座 受講申込書� No.　　　　
氏
フ リ ガ ナ

名 自宅住所　　　〒　　　　　　　☎

勤務先 勤務先所在地　〒　　　　　　　☎ 〔備考欄〕

役職・担当 年　代	 □20代	 □ 30代	 □ 40代

	 □ 50代	 □ 60代	 □その他　　　 代

日本教育評価研究会の	 □会員
	 □非会員
	 □新規加入

これまでの「指導と評価大学講座」について

� 第　　　　　　回を修了　　　　受講回数　　　　　回

支払金額	 ①一般	 □ 10,000 円	 ③研究会同時入会申込者	 □ 13,900 円
	 ②日本教育評価研究会会員
	 　日本教育カウンセラー	 □ 8,500 円	 ④講座修了者	 □ 9,000 円
	 　協会会員 No.　　　　　　　� ※該当金額がご不明な場合は、裏面のチャートをご確認ください。

支払方法	 □現金書留
	 □郵便振替
	 □銀行振込

会場 　　　日本教育会館 一ツ橋ホール・3階東京都
千代田区

2019

現
金
書
留
の
場
合

郵
便
振
替
の
場
合

銀
行
振
込
の
場
合

受講料をご入金ください
【郵便振替口座】
00180ー9ー41569
一般社団法人 日本図書文化協会

受講料をご入金ください
【ゆうちょ銀行】
019（ゼロイチキュウ）支店　当座 41569
一般社団法人 日本図書文化協会

下記の２点を
普通郵便にてご発送ください

1. 受講申込書
2. 振替（振込）用紙のコピー

下記の２点を
現金書留にてご発送ください

1. 受講申込書
2. 受講料

〒 112 ー 0012　東京都文京区大塚 1 ー 4 ー 15　アトラスタワー茗荷谷３F
　一般社団法人 日本図書文化協会 指導と評価大学講座 係� TEL：03 ー 3947 ー 7031（直通）

申込先〒

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

ご入金のみでは受付完了とはなりません。
必ず、受講申込書もお送りください。

※
受
講
票
は
、
出
欠
確
認
の
た
め
全
日
受
付
に
ご
呈
示
く
だ
さ
い
。

講
座
受
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票
（
領
収
証
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

手順①❶

手順❷

手順❸

手順②

以下のいずれかの方法で、それぞれの手順に沿ってお申し込みください。（郵送料、手数料はお客様のご負担となります。）

Ｗー

Ⓦ


